
地域の公民館として改めて考える 

 

現状と問題 

昨年度、「地域の人たちに、公民館の情報が十分に届いていないのではないか」と感じ、新たな

広報媒体の創刊をはじめとして広報の強化に努めた。今年度も引き続き広報に注力してきたが、

その結果はというと…。 

昨年度創刊した「香焼公民館からのおたより（公民館だより）」については、「見たよ」という声を

時々いただくようになった。しかしながら、その声は公民館を利用する人からであり、これまで公民

館に関心のなかった人たちの目に留まっているのかは、相変わらず分からない。 

また、地域住民の講座受講率を上げたいという目論見もあったが、達成することができなかった。

香焼地区の人口が減っていることもあるが、まだまだ情報発信が不足している部分もあるだろうし、

講座の見直しが必要かもしれない。 

いずれにしても、広報に力を入れ始めて2年目。もっとできることはないかと試行錯誤した。 

 

取り組みと結果 

公民館だよりを発行するにあたっては、地域行事の告知や報告など地域の人が親しみを感じる

ような話題をできるだけ掲載するよう心掛けている。加えて今年度は、南総合事務所や香焼図書

館の情報を収集し、地域の人が関心を持ちそうな、あるいは地域の人にぜひ届けたい話題の掲載

を試みることにした。 

掲載する際は、実施機関の担当者に承諾を取って記事の確認をお願いしており、その中で情報

交換することで少しだけ連携が図られるようになってきたと感じている。 

 

 

 

＜取り組み＞ 

 当館で開催される「食生活改善推進員による調理講習会」や「健康教室」の参加募集、「特定健診・ 

がん検診」のお知らせを公民館だよりに掲載。一方、南総合事務所地域福祉課主催の事業で公民館

講座のチラシを配布してもらった。 

＜結  果＞ 

  調理講習会については、推進員が個別に参加の声かけをしており、定員に余裕がない回が多く、

3回の募集にとどまった。講習会の告知は、香焼地区の食生活改善推進協議会（味菜香房）の活動

を知らせることにもなるので、今後も機会があれば掲載したいと思っている。 

特定健診・がん検診のお知らせと、健康教室の参加者募集はすべて掲載。申し込み・問い合せ先

は南総合事務所にしていたが、健康教室、調理講習会の参加希望者から「公民館だよりで見た」と

公民館に申し込みの電話があり、南総合事務所につなぐことができた。数少ない反響の一つである。 

これらは住民の健康を守るために実施されているものであり、一人でも多くの南部地区の人たち

に参加していただきたい。また、当館で実施するからには特に香焼地区の人に役立ててもらいたい

との思いがあり、今後もできるだけお知らせしていきたい。 

プチ連携編 

南総合事務所との連携 

令和 4 年度公民館実践発表＜香焼公民館＞ 



地域福祉課の担当者とやり取りする中で、南部地区で開催している「いきいきヘルスプログラム」

の情報を得た。公民館講座の受講者募集期間が一旦終了し、空きのある講座の追加募集をしている

タイミングだったため、健康・運動に関する講座のチラシ配布を依頼。健康への関心が高い人たち

が集まる機会なので応募があるかと期待していたが、残念ながら思惑は外れた。 

  しかしながら、関心が高そうな対象者にめがけて告知ができるので、来年度もぜひチラシ配布を

お願いしたいと考えている。 

 

 

＜取り組み＞ 

  毎月の「おはなし会」はじめ、「図書館まつり」「クリスマス会」など、香焼図書館の行事を可能

な限り掲載した。一方、香焼図書館のTwitterで「映画と時代を考える（名作洋画上映会）」の告知

をしてもらっている。 

＜結  果＞ 

 香焼図書館も「図書館だより」を発行しているが、館内への設置がメインで、住民の目に触れる

機会が少なかった。そこで、「公民館だよりは自治会で回覧している。地域住民が図書館の情報を目

にする機会を少しでも増やすために、公民館だよりに掲載してはどうか」と提案し、図書館からは

快諾を得た。その後、図書館だよりも自治会で回覧することになったので、スペース的には縮小と

いう形になったが、こちらで頭出しして図書館だよりにつなげるような掲載を続けている。 

 映画上映にあたっては、昨年度から簡単な内容を紹介するチラシを毎月作成し、香焼図書館にも

設置をお願いしていた。今年度からはポスターも掲示してもらっていたが、図書館の担当者から

「Twitterで映画会を紹介してもよいか」とお尋ねがあり、願ってもないことと了承。当館もSNS

による情報発信に取り組むべきなのだろうが、手を付けられていない現状の中では大変ありがたい。

上映しているのが古い洋画ばかりなので、Twitterを見る年代の人が足を運んでくれることはない

かもしれないが、公民館でやっていることを知ってもらうためには有効だと思っている。 

  余談だが、今年度から映画はホールで上映している。従前は大きめの会議室で上映していたが、

昨年度の琴海文化センターさんの実践発表を見て、「うちにもホールがあった…！」と試してみる

ことにした。「映画館気分増量中」を謳い文句に告知しているところだ。参加者には大変好評だが、

参加人数は微増にとどまっている。上映できる作品に限りがあり、これ以上の伸びは難しいのかも

しれないが、当館の特色の一つとして可能な範囲で続け、情報発信も続けていきたい。 

 

課題とこれから 

以上、広報に係る関係機関との小さな連携にこれといった効果は見えていない。しかしながら、

住民に有益な情報を収集して届け続けることで、いつの日か“見逃せない”公民館だよりになり、

ひいては公民館への親しみ・愛着の向上や公民館の利用促進につながるのではないかと考える。

来年度に向け、地域包括支援センターとの連携を考えており、先方からも快諾を得られた。 

また、広報に限らず、講座をはじめとする事業での連携も進めたい。昨年度は、公民館の学習

グループや利用団体との連携による講座を実施した。来年度は、香焼まちづくり協議会の協力を

得てペタンクの体験講座を実施する予定。ペタンクを地域内での交流事業として定着させたいと

考えているまち協との連携を図りたいと考えている。 

香焼図書館との連携 

（文責 水芦 嘉子） 



【取り組みの一例】 

 公民館だより 令和 4年 6 月号 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


